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Ⅰ．緒　　言
　暖地・温暖地の小麦は，主に日本めん用品種が栽
培されているが，国産小麦の生産と需要拡大のため，
パンや醤油醸造，中華めん用などに適した硬質小麦
品種が求められている。しかし，日本では長い間，
パン用に使える品種は北海道の春播小麦に限定され
てきた。特に関東以西の二毛作地帯である暖地・温
暖地の小麦品種は軟質でタンパク質含量も低く，パ
ン用等への利用はほとんど考えられてこなかった。
　一方，国内で製粉用に消費される小麦は年間５２０
万トン（２００５年度）にのぼり，このうち約１３％が日
本めん用，約３０％がパン用，約２５％が中華麺用とし
て利用されている。そのうち国産比率は，日本めん
用に限れば約６割であるが，中華麺用では約３％，
パン用ではわずか１％と低く，これらの原料である
硬質小麦はそのほとんどを輸入に頼っているのが現
状である。しかし，近年国産小麦製品を求める消費
者の声は強く，実需者からも日本めん用以外に使え
る国産小麦品種の開発が求められてきた。
　これらの要望に応えて１９９９年に育成された暖地向
け初のパン用硬質小麦品種「ニシノカオリ」（田谷
ら，２００３）は，菓子パンやロールパン，醤油醸造用
などの用途に作付けが拡大しているが，カナダ産パ
ン用硬質小麦（１CW）と比べると生地物性がかな
り弱く，製パン適性は十分でない。そのため，実需
者からは生地物性を強くした製パン適性の高い品種
が望まれていた。
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　小麦新品種「ミナミノカオリ」は，２００４年１月に「小麦農林１６０号」として命名登録された。本
品種は，高蛋白質で製パン適性の優れた硬質小麦品種「Pampa INTA」と，早生で短強稈多収の
日本めん用系統「西海１６７号」の交配から，派生系統育種法により選抜固定を図り育成した硬質小
麦品種である。「農林６１号」と比較して以下のような特徴がある。２～３日程度早生で，褐ぷで稈
長と穂長は短く，穂数はやや少なく，耐倒伏性は強い。粒の形は中，粒の大小はやや大，粒の色は
褐色で，粒質は硝子質である。千粒重は大きく容積重はやや大きいが，収量はやや少ない。縞萎縮
病に強く，赤さび病とうどんこ病にはやや強く，赤かび病にはやや弱い。穂発芽性はやや易であ
る。　製粉歩留とミリングスコアはやや高く，６０％粉の灰分がやや多く，粉の黄色みは少ない。生
地特性が強力的で，パン用硬質小麦の特徴を備えている。「ニシノカオリ」に比べて，パンの比容
積（ふくらみ）や官能試験の評点が良く，製パン適性が優れる。また，原麦および６０％粉の粗蛋白
質含有率が高く，醤油醸造用にも適する。
　キーワード：コムギ，硬質，高蛋白質，製パン適性，新品種。
　このような背景のもと，「ミナミノカオリ」は，
早生で耐倒伏性が優れ，蛋白質含量が高く，製パン
適性の優れた硬質小麦を目指して，海外の遺伝資源
を用いて育成された暖地・温暖地向けパン用硬質小
麦品種である。２００４年１月に「小麦農林１６０号」と
して命名登録された。「ミナミノカオリ」は，当初，
大分県，広島県で奨励品種等に採用されたのち，福
岡県，熊本県，長崎県でも奨励品種等に採用され，
栽培面積は年々拡大し２００７年産では９３９haに達して
いる。また，パン用のほか，醤油原料や中華めんな
ど，これまで暖地の小麦品種では製造できなかった
製品へと用途が広がっている。
　ここに「ミナミノカオリ」の来歴，育成経過，特
性等について報告する。
　本品種育成に当たって多大な協力をいただいた，
福岡製粉倶楽部をはじめとする実需者の方々，関係
各県の行政並びに試験研究機関の各位に対して深く
感謝の意を表する。また，地域適応性および諸特性
の検定には，多くの関係各県農業試験場の担当者各
位の協力をいただいた。さらに，野田ミヤ子技術主
任には品質調査等，原口平八郎，坂本和彦，津留慶
二，三池輝幸，下川太一，山口正義，中島誠，佐野
周作，大水豊司，本部朗利，青木亮，松本一弥，大
久保吉郎，村石智也，村上栄一，三池啓治の諸氏に
は栽培管理等，山口末次氏（科学技術振興事業団重
点研究支援協力員）には製パン試験等，それぞれ本
品種育成にご協力をいただいた。以上の各位に対し，
心から感謝の意を表する。
Ⅱ．来歴および育成経過
　「ミナミノカオリ」は１９９２年４月，九州農業試験
場（福岡県筑後市）において，高蛋白質で製パン適
性の優れた硬質小麦品種「Pampa INTA」を母と
し，早生で短強稈，多収のめん用系統「西海１６７号」
を父として人工交配（羽交６６T-３４４９）を行い，以
後派生系統育種法により選抜固定を図ってきたもの
である。当初の育種目標は，高蛋白質，多収，早生，
短強稈，縞萎縮病およびうどんこ病抵抗性，高製粉
性，良粉色である。「Pampa INTA」は，アルゼン
チンから遺伝資源として導入された品種で，製パン
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第１図　ミナミノカオリの系譜
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第１表　ミナミノカオリおよびその両親の特性
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第２表　選抜経過
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性の向上を目指して暖地で利用可能な育種素材を評
価（谷口ら，１９９５）した中から，交配母本として利
用された（第１図，第１表）。
　育成経過を第２表および第２図に示した。各世代
の選抜概要は以下の通りである。
　F１～F３世代（１９９２年度）：１９９２年６月に採種し
たF１種子から１５粒を同年８月に世代促進温室に播
種し，１１月に全個体を収穫した。同年１２月に雑種集
団（F２）約１０００個体を世代促進温室に播種し，翌
年３月に全個体を収穫した。雑種集団（F３）約
１５００個体を北海道農試（札幌市，１９９３年４月～７
月）で栽培し，混合採種した。
　F４世代（１９９３年度）：約３０００個体を穂選抜試験に
供試し，出穂期，草型等で９０穂を選抜した。
　F５～F６世代（１９９４～９５年度）：派生系統１年目
として，穂別系統９０系統を供試し，固定度，出穂期，
草型等で７系統を選抜した。次年度，派生系統２年
目として７系統を供試し，３系統を選抜した。
　F７系統（１９９６年度）：３系統を生産力検定予備試
験および特性検定試験に供試し，その結果成績が良
好であった１系統「羽系９６－７９」を選抜した。
　F８系統（１９９７年度）：引き続き生産力検定予備試
験および特性検定試験を実施し，製粉性および小麦
粉生地特性を調査したところ，強力小麦としての生
地特性を示したので，以後，系統育種法により，硬
質パン用小麦系統として選抜，固定を図った。
　F９系統（１９９８年度）：系統適応性検定試験に供試
し，地域適応性を検討した。
　F１０系統（１９９９年度）以降：「西海１８６号」の系統名
を付して，生産力検定試験に供試すると共に，各県
農業試験場における奨励品種決定調査の供試材料と
して配付した。その結果，収量性はやや劣るものの，
高蛋白質で製パン適性も優れることから，暖地向け
硬質小麦品種として，２００４年１月に「ミナミノカオ
リ」と命名され，「小麦農林１６０号」として登録され
た。
Ⅲ．育成地における試験成績
１．生育調査成績および収穫物調査成績
　「農林６１号」に比べ，出穂期で３日，成熟期で１
～２日早い。稈長と穂長は短い。穂数は少ない。耐
倒伏性は強く，病害の発生程度は，ほぼ同程度であ
る（第３表）。
　「農林６１号」に比べ収量は少ないが，「ニシノカオ
リ」よりやや多い。リットル重は同程度かやや重く，
千粒重は重い。日本めん用小麦として評価した外観
品質はやや劣る。粒はやや大きく粒色は褐色から赤
褐で，硝子率が高い（第４表）。
２．特性検定試験成績
　１９９６年度から２００２年度の特性検定試験の平均値を
第５表に示す。播性はⅠで，穂発芽性はシロガネコ
ムギ並の「やや易」，小麦縞萎縮病と麦類萎縮病に
は「強」，うどんこ病は「農林６１号」より強く「や
や強」，赤さび病は「やや強」，赤かび病は「農林６１
号」よりも弱い「やや弱」，耐湿性は「農林６１号」
並みの「中」と判断される。
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第２図　育成系統図
F１３F１２F１１F１０F９　F８F７F６F５F４F３F２F１交配
３．製粉および粉質調査成績
　「農林６１号」に比べ，原粒の灰分含量は同程度，
蛋白質含量は明らかに高い。製粉歩留はやや高く，
ミリングスコアは同程度。BM率は明らかに低く，
セモリナ生成率とセモリナ粉砕率は高く，硬質小麦
の特性を示す。６０％粉の灰分含量はやや高く，蛋白
質含量は明らかに高い。アミロース含量は同程度で
ある。「ニシノカオリ」と比べ，製粉歩留とミリン
グスコアはやや高く，原麦および粉の蛋白質含量は
やや低い（第６表）。
　「農林６１号」に比べ，６０％粉の明度と赤みは同程
度，黄色みはやや低い。ファリノグラムの吸水率は
高く硬質的で，生地形成時間および安定度は明らか
に長く，弱化度は小さく，バロリメーターバリュー
は高く，強力的な特徴を示す。アミログラムの最高
粘度とブレークダウンは小さい。エキステンソグラ
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第３表　生育調査成績
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ミナミノカオリ
０．３０．００．３０．０５３７８．３９５５．２８４．１０ニシノカオリ
１．００．００．１０．０４６０８．７７８５．２６３．９０シロガネコムギ
０．５０．００．２３．１４７６９．２９４５．３０４．１２農林６１号
注）倒伏程度，病害発病程度：観察により，０（無），１（微），２（少），３（中），４（多），５（甚）の６階級調査．
第４表　収量および品質調査成績
硝子率
（％）
粒の色粒の大小粒の形外観品質
千粒重
（g）
リット
ル重
（g）
収量比
（％）
子実重
（kg/a）
試験
年度
品種名
６７．２褐－赤褐５．２５．０５．０３９．１７９３９２３７．５条播標
肥栽培
１９９８－
２００２年
平均
ミナミノカオリ
９０．２褐－赤褐５．２４．６３．７４０．７８０７８５３４．６ニシノカオリ
１４．６黄褐－褐４．８５．０２．３３４．９７８３８８３５．９シロガネコムギ
１２．１褐－赤褐５．０４．９３．９３６．８７８６１００４１．０農林６１号
８２．９赤褐５．１４．８４．８３８．６７９１９６４１．５条播多
肥栽培
１９９８－
２００２年
平均
ミナミノカオリ
８３．６褐－赤褐５．２４．８４．０４０．８８０８９１３９．３ニシノカオリ
１１．６黄褐－褐４．９５．０２．８３４．７７８０９３３９．７シロガネコムギ
１３．６褐－赤褐４．８５．１４．４３６．３７８５１００４３．６農林６１号
８１．３赤褐５．３４．７５．１３７．７７８１９６４２．１ドリル播
標肥栽培
１９９９－
２００２年
平均
ミナミノカオリ
８２．３褐－赤褐５．３４．７４．３３９．９８０２１０５４６．３ニシノカオリ
１６．６黄褐－褐４．８５．０３．１３３．５７７７１００４４．８シロガネコムギ
２１．８褐－赤褐５．０４．９４．７３３．９７６７１００４４．９農林６１号
注）外観品質：１（上上）～５（中中）～９（下下）の９段階評価，日本めん用小麦の外観品質として評価．
　　粒の形：円（３）～中（５）～長（７），粒の大小：小（３）～中（５）～大（７）
ムの面積は明らかに大きく，伸張抵抗も強く，強力
的な特徴を示すが，伸張度が長く形状係数は小さい。
また，「ニシノカオリ」と比べると，６０％粉の赤み
がやや低く，ファリノグラムの吸水率は低く，生地
の安定度は長く，弱化度は小さく，バロリメーター
バリューはやや高く，生地物性がやや強い。エキス
テンソグラムは，面積，伸張抵抗，形状係数は大き
く，生地特性は強力的で，製パン適性は優れると推
察される（第７表）。
４．製パン試験成績
　育成地におけるストレート法による製パン試験成
績を第８表に示した。「ニシノカオリ」に比べ，吸
水率が小さいが比容積は明らかに大きく，官能試験
の外観の体積と内相の各項目が優れ，製パン適性は
「ニシノカオリ」より優れる。カナダ産パン用硬質
小麦（１CW）と比べると，吸水率はやや少ないが
比容積はやや大きく，外観は１CWに近いが，内相
の食感がやや劣る。
５．固定度
　出穂期，稈長，穂長，１株穂数の平均値および変
動係数からみて，「ミナミノカオリ」は実用的に固
定していると推定される（第９表）。
Ⅳ．奨励品種採用県における試験成績
１．大分県
　１）栽培試験成績
　「農林６１号」に比べ，出穂期と成熟期は２～３日
早い。稈長と穂長は短く，穂数は少ない。耐倒伏性
は強く，赤さび病と赤かび病は同程度，穂発芽の発
生も同程度である。収量はやや少なく，リットル重
九州沖縄農業研究センター報告　第５１号（２００９）４６
第５表　特性検定試験成績
耐湿
性
うどん
こ病
赤かび病
赤さ
び病
うどん
こ病
麦類萎
縮病
縞萎
縮病
穂発
芽性
播性
程度品種名
三重長崎鹿児島九州九州九州九州九州九州九州
３．３２．６２．３４．６３．９４．３２．０２．０６．１Ⅰミナミノカオリ
３．３３．０２．７３．５４．１５．７２．７３．２３．９Ⅱ農林６１号
３．７３．８２．８３．７５．０５．９２．０２．４５．６Ⅱシロガネコムギ
－３．７－３．８４．１６．６２．０２．０３．７Ⅰチクゴイズミ
３．３２．８２．０３．７４．０２．９２．０２．０４．６Ⅰニシノカオリ
注１）穂発芽性は２（極難）～８（極易），病害抵抗性は２（極強）～８（極弱），耐湿性は１（強）～６（弱）
　２）穂発芽性は，成熟期の穂を吸水後，２０℃の恒温高湿槽に置き，１週間後の発芽粒率から難易を判定．
　３）九州農研の播性程度，うどんこ病，赤さび病は，１月末より戸外播種した材料で判定．
　４）小麦縞萎縮病と麦類萎縮病は，場内の汚染検定圃場に早播きし，発病程度より判定．
　５）九州農研の赤かび病は，１９９６～１９９８年度は圃場における自然発病，２００１～２００２年度はガラス室における病原菌接種によ
る発病程度より判定。
第６表　製粉性および６０％粉品質試験成績（条播多肥栽培）
テストミル６０％粉原粒
年度品種名 アミロー
ス含量
（％）
粗蛋
白質
（％）
灰分
（％）
セモリ
ナ粉砕
率（％）
セモリ
ナ生成
率（％）
BM
率
（％）
灰分
移行率
（％）
ミリン
グスコ
ア
製粉
歩留
（％）
粗蛋
白質
（％）
灰分
（％）
３１．０１０．４０．４６８２．１６５．３２９．８４８．７８２．１７１．９１１．９１．５４１９９９－
２００１年
度平均
ミナミノカオリ
３０．８７．７０．４２７７．４５４．８６０．８４８．７８１．７７０．４９．２１．５５農林６１号
２９．６９．２０．４５８５．０６５．０２７．０４８．４８２．７７２．３１０．８１．４９１９９９－
２０００
年度
平均
ミナミノカオリ
２９．１１０．４０．４７８１．３６７．５２５．４４４．９８０．２７１．６１１．３１．４２ニシノカオリ
２９．９７．７０．３６７１．７５９．６６４．３４９．６８４．９７１．５９．４１．４１シロガネコムギ
２９．７７．５０．４１７７．６５３．９６０．７４７．８８０．９６９．３８．９１．５３農林６１号
注）２００１年度のニシノカオリとシロガネコムギは気象災害等で品質分析に足りる材料が得られず品質分析を中止した。
藤田ら：小麦新品種「ミナミノカオリ」 ４７
第７表　６０％粉の色・糊化特性および生地物性試験成績（条播多肥栽培）
アミログラムファリノグラム色相
年度品種名 BD
（B.U.）
MV
（B.U.）
MVT
（℃）
GT
（℃）
VV
Wk
（B.U.）
Stab
（分）
DT
（分）
Ab
（％）
b＊a＊L＊
１８３７５２８８．８５７．２５５７７３．６４．２６５．７１３．５０．４７８８．０１９９９－
２００１年
度平均
ミナミノカオリ
２４８９６７８８．５５７．２４１１１０１．４１．６５７．１１４．７０．４９８８．０農林６１号
１６５７４５８９．８５６．８５２８０３．４３．４６５．０１３．３０．３８８８．１１９９９－
２０００
年度
平均
ミナミノカオリ
１５３７２３９１．０５６．０４９１００２．５３．３７０．７１３．７０．６２８７．２ニシノカオリ
１９０９０３８９．８５７．５３５１３５０．９１．５５７．４１４．４０．１８８８．５シロガネコムギ
２３８１０２０８９．３５７．０４０１１０１．３１．４５６．８１４．５０．３８８８．０農林６１号
第７表　つづき
エキステングラム（１３５分）
年度品種名
R/E
E
（mm）
R
（B.U.）
A
（cm２）
１．６２１９３５０１０５．０１９９９－
２００１年
度平均
ミナミノカオリ
１．９１５９３０５６８．７農林６１号
１．７２００３４５９４．５１９９９－
２０００
年度
平均
ミナミノカオリ
１．５１８０２６５７０．１ニシノカオリ
１．４１５４２１３４９．９シロガネコムギ
２．０１５３３０８６８．３農林６１号
注）２００１年度のニシノカオリとシロガネコムギは気象災害等で品質分析に足りる材料が得られず品質分析を中止した。
　　色相：色彩色差計（ミノルタCM－３５００d）を用いて測定．L＊（明るさ），a＊（赤み），b＊（黄色み）
　　ファリノグラム：ブラベンダー社製Ab（吸水率），DT（生地の形成時間），Stab（生地の安定性），Wk（生地の弱化度），
VV（バロリメーターバリュー）
　　アミログラム：ブラベンダー社製GT（糊化開始温度），MVT（最高粘度時の温度），MV（最高粘度），BD（ブレークダ
ウン）
　　エキステンソグラム：ブラベンダー社製A（面積），R（伸長抵抗），E（伸長度），R／E（形状係数）
第８表　製パン試験成績
合計味香り
内相外観比容
積
吸水
率
試験
年度
品種名
食感色相すだち体積皮質形焼色
（１００）（２５）（１０）（１５）（１０）（１０）（１０）（５）（５）（１０）（％）（配点）
７６．１１８．９７．５１１．４７．８７．６７．９３．８３．８７．４４．２２６６．７１９９９－
２００１年
度平均
ミナミノカオリ
７４．０１８．６７．４１１．２７．４７．３７．２３．７３．７７．４３．７９６９．５ニシノカオリ
７６．１１９．０７．５１１．７７．７７．７７．５３．７３．８７．５４．０９６７．７１CW
注）官能試験は焼成１日後に実施した．官能試験の合計は，各形質の配点の合計を示した。
　　１ＣＷは食糧庁管理替え．
九州沖縄農業研究センター報告　第５１号（２００９）４８
第１０表　大分県における試験成績（大分県農業技術センター，広幅播栽培）
穂発芽
赤かび
病
うどん
こ病
赤さび
病
倒伏
穂数
（/㎡）
穂長
（cm）
稈長
（cm）
成熟期
（月．日）
出穂期
（月．日）
試験
年度
品種名
０．１０．８０．００．１１．１３３８８．１８３６．０３４．１５１９９９－
２００２年
度平均
ミナミノカオリ
０．５０．４０．００．１１．０３７５７．８９１６．０１４．１４ニシノカオリ
０．５０．９０．００．０２．３３７３８．８９２６．０５４．１７農林６１号
注）倒伏程度，病害虫および諸障害は無～甚を０～５で示す。
第９表　固定度
穂数穂長稈長
出穂期
（月．日）
試験番号
（系統番号）
品種名 C．V．
（％）
平均
（本）
C．V．
（％）
平均
（cm）
C．V．
（％）
平均
（cm）
２９．５９．９６．６９．０２．９８７．７４．０３１１６－１ミナミノカオリ
２５．９１２．３４．２９．１３．０８９．１４．０４１１６－２
１７．２１２．０４．９９．２３．０９０．６４．０４１１６－３
１８．７１３．１５．３９．３３．０９０．８４．０４１１６－４
２６．２１２．１４．７９．４２．２８７．３４．０３１１６－５
２３．５１１．９５．２９．２２．８８９．１４．０４平均
３０．５１０．４６．１１０．３３．２７７．９４．０２１２２－１シロガネコムギ
２２．２１１．４５．５１０．５３．８７９．８４．０３１２２－２
１９．５１２．１６．３１０．３２．５８２．０４．０３１２２－３
１７．９１０．８６．２１０．７２．９８２．６４．０３１２２－４
２２．７１１．３５．２１０．４３．１８１．４４．０３１２２－５
２２．６１１．２５．９１０．４３．１８０．７４．０３平均
２２．２１３．９５．７１１．０２．５１０４．９４．０９１２３－１農林６１号
２３．０１４．６５．７１１．４２．７１０６．９４．０９１２３－２
２１．４１４．３４．９１１．３２．７１０７．２４．０９１２３－３
２０．１１４．４５．２１１．５３．１１０７．２４．０９１２３－４
２３．０１６．４４．９１１．５２．８１０９．０４．０９１２３－５
２１．９１４．７５．３１１．３２．８１０７．０４．０９平均
耕種概要：畦幅７０cm，条間及び株間１２cmの二条千鳥播き．播種日は，２００２年１１月１３日．
調査個体数：各系統４５個体。
第１０表　つづき
蛋白質
含量
（％）
検査
等級
品質
概評
千粒重
（g）
リット
ル重
（g）
収量比
（％）
子実重
（kg/a）
試験
年度
品種名
１０．４２．５５．０３８．４８３８９３３３．８１９９９－
２００２年
度平均
ミナミノカオリ
１１．０１．８３．５３８．９８５１９０３２．５ニシノカオリ
９．０２．０４．３３６．５８１７１００３５．９農林６１号
注）品質概評は上上～下（１～６），検査等級は１等（上・中・下）＝１，２，３，２等＝４，規格外
＝５，外観品質と検査等級は日本めん用小麦として評価した．蛋白質含量は水分１３．５％換算
値．
と千粒重はやや大きい。品質概評，検査等級ともに
やや劣る。蛋白質含量は１．５％程度高い（第１０表）。
現地試験において，収量性は「農林６１号」に比べや
や少ない（第３図）。
　２）品質試験成績
　「農林６１号」に比べ，原粒の蛋白質含量は２％程
度高く「ニシノカオリ」と同程度である。原粒の灰
分はやや少ない。製粉歩留は明らかに高く，「ニシ
ノカオリ」に比べると同程度である。ラピッドビス
コアナライザーの最高粘度，ブレークダウンともに
低い。粉色の明度はやや低く，赤みはやや高く，黄
色みは低い（第１１表）。
　３）実肥施肥による高蛋白質化
　実肥施肥により，成熟期が３日遅れるが「農林６１
号」より早い。倒伏はやや大きくなるが，収量はや
や増え，硝子率と蛋白質含量は明らかに増加し，醤
油醸造用として適する高蛋白質小麦となる（第１２
表）。
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第１１表　蛋白質含量，製粉特性等の試験成績
粉色RVA粘度製粉
歩留
（％）
灰分
（％）
蛋白質
含量
（％）
品種名
ｂ＊ａ＊Ｌ＊BD最低最高
１２．８１－２．３７８２．７３１１２１２４２３６５５．１１．６７１１．３ミナミノカオリ
１２．３８－１．７５８２．３４１０５１４６２５２５７．２１．５４１１．３ニシノカオリ
１５．０４－３．２３８２．９３２４３１２９３７２３８．６１．５５９．２チクゴイズミ
１３．９０－２．５９８３．０５１７５１５０３２５３９．０１．７６９．４農林６１号
注１）２００１年産大分県農技センター場内および現地試験の材料を，大分農技センターにおいて，ブラベンダージュニアミル
を用いて製粉し品質分析を行った．４カ所（場内，大分，大野，中津）の平均値である。
　２）タンパク質含量は，原粒をケルダール法で定量したのち，蛋白係数５．７０，水分１３．５％に換算した。
　３）灰分は，原粒を乾式灰化法により測定し，水分１３．５％に換算した。
　４）製粉歩留はブラベンダージュニアミルで得られたA粉，B粉両方の粉重を水分調整後の重量で除した。
　５）粉色はブラベンダージュニアミルで得られたＡ粉６ｇに蒸留水８mlを加えた懸濁液をミノルタ社CR３１０型で測定した。
1999年　47.6（107）
2000年　29.2（　81）
2001年　29.9（　93）
2002年　28.6（　92）
平均　　33.8（　93）
大分農技センター
2001年　23.8（　88）
国東町
2001年　33.5（　88）
2002年　37.9（　98）
平均　　35.7（　93）
大分市
2001年　43.9（102）
2002年　37.2（　83）
平均　　40.5（　93）
三重町
斜線部が普及見込み地帯，数値はミナミノカオリの収量（kg/a），（　）内は収量の農林６１号対比（％）
第３図　大分県の普及見込み地帯における成績
　４）大分県で奨励品種に採用しようとする理由
　大分県の小麦作付面積は，麦作振興により約
３，３００haまで拡大したが，日本めん用小麦の生産量
は需要目標に達しており，今後の需要拡大は見込め
ない。一方，日本めん用以外の醤油醸造やパン，中
華麺用に適した硬質小麦については，国内生産量が
少なく実需者からは増産の要望が強い。大分県では，
１９９９年に育成された硬質小麦品種「ニシノカオリ」
の高蛋白質特性が醤油醸造原料に適することから，
県内醤油メーカーの要望に応え県南地域を中心に
「ニシノカオリ」の生産振興を図ってきた。「ニシノ
カオリ」は暖地・温暖地向けに初めて育成された硬
質小麦で，菓子パンやロールパンなどには適するも
のの，食パン用としての製パン適性は不十分である。
小麦のさらなる生産拡大を図るには，醤油醸造用高
蛋白質小麦の県北地域への作付け拡大とともに，今
後需要拡大が見込めるパン用等にも適した新品種が
望まれている。
　「ミナミノカオリ」は「ニシノカオリ」に比べ２
日程度成熟期が遅いが梅雨前の収穫が可能で，同程
度の栽培特性と高蛋白質特性を持ち醤油醸造に適し
ている。また，「ニシノカオリ」に比べて生地特性
やパン体積が大きく製パン適性が優れている。そこ
で，醤油醸造用小麦の県北への作付け拡大と，今後
予想される県内産パン用硬質小麦の需要増加に対応
するため，「ミナミノカオリ」を準奨励品種に採用
し，硬質小麦の生産振興を図る。
２．広島県
　１）栽培試験成績
　「シラサギコムギ」に比べ，出穂期は２日早く成
熟期は同程度である。稈長は短く穂長は同程度，穂
数はやや多く，耐倒伏性は強い。赤かび病の発生が
わずかに多い。「シラサギコムギ」に比べ，収量は
やや少ないが，「ニシノカオリ」に比べると多く，
容積重と千粒重は同程度である。検査等級はやや劣
る（第１３表）。現地試験において，収量はやや多い
（第４図）。
　２）品質試験成績
　「ニシノカオリ」に比べ，ファリノグラムは年次
によって変動はあるが，吸水率は低く，生地の形成
時間は長く，生地の弱化度は同程度かやや高く，バ
ロリメーターバリューは大きい。エキステンソグラ
ムの吸水率は小さく，面積（Ａ），伸張抵抗（Ｒ），
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第１２表　実肥施肥法に関する試験成績
倒伏
穂数
（/㎡）
穂長
（cm）
稈長
（cm）
成熟期
（月．日）
出穂期
（月．日）
実肥
有無
試験
年度
品種名
０２８６７．９８３５．３１４．１２無
２００２－
２００３
年度
平均
ミナミノカオリ
１２７９８．０８４６．０３４．１２有
０３１２７．６８２５．２９４．１１無ニシノカオリ
１．５３０１７．５８９６．０１４．１１有
１．０３１５８．７８５５．３０４．１１無チクゴイズミ
１．３２７９８．９９０６．０４４．１５無農林６１号
第１２表　つづき
蛋白質　
含量（％）
品質
等級
品質
概評
硝子率
（％）
千粒重
（g）
リットル
重（g）
収量比
（％）
子実重
（kg/a）
実肥
有無
試験
年度
品種名
１０．５４５．５７５３９．２８４６９５３１．０無
２００２－
２００３
年度
平均
ミナミノカオリ
１４．０４．５５．５９５４０．３８３９１０３３３．３有
１０．３３．５３．５８０４０．７８４７９３３０．２無ニシノカオリ
１４．１４．５５．５９５４１．７８４５９３３０．１有
８．２２２．５０３９．６８２６１２２３９．８無チクゴイズミ
８．６２．５４．０１２．５３７．９８２６１００３２．６無農林６１号
注１）畦立条播栽培，施肥は基肥５－分げつ肥０－穂肥２－実肥６（N kg／１０ａ），実肥は出穂１０日後に施用。
　２）品質概評：上上～下（１～６），等級：１等（上・中・下）＝１，２，３，２等＝４，規格外＝５
　３）蛋白含有率はケルダール分析法により測定し，水分１３．５％換算値．
形状係数（Ｒ/Ｅ）は明らかに大きい。以上から，
生地特性は「ニシノカオリ」に比べ優れた特性を示
すが，カナダ産パン用硬質小麦（１CW）には劣る。
　製パン性は，「ニシノカオリ」に比べ，比容積が
大きいが，１CWよりはやや小さい。官能試験にお
ける外観，内相のすだち，触感および食感は「ニシ
ノカオリ」に比べて優れる。比容積や評点は１CW
と比べて劣るものの，パン用硬質小麦の特性を備え
ていると判断される（第１４表）。
　３）広島県で奨励品種に採用しようとする理由
　広島県内で「ニシノカオリ」などを栽培する三良
坂町，庄原市，千代田町などでは，地元の加工施設
でパンに加工し，特産品として販売する取り組みが
活発化している。しかし，「ニシノカオリ」は，市
販の１CWなどを原料としたパン用小麦に比べて製
パン適性が劣るため，製パン適性の優れた品種の導
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第１３表　広島県における試験成績（広島県農業技術センター，ドリル播栽培）
穂発芽
赤かび
病
うどん
こ病
赤さび
病
倒伏
穂数
（/㎡）
穂長
（cm）
稈長
（cm）
成熟期
（月．日）
出穂期
（月．日）
試験
年度
品種名
０．００．５０．００．００．６４９９７．５８０６．１０４．１７１９９９－
２００２年
度平均
ミナミノカオリ
０．００．５０．００．００．６５０３６．９８３６．０８４．１５ニシノカオリ
０．００．３０．００．０１．６４７０７．６９１６．１０４．１９シラサギコムギ
第１３表　つづき
概評
検査
等級
千粒重
（g）
容積重
（g）
収量比
（％）
子実重
（kg/a）
試験
年度
品種名
品質劣，製パン性良２下－規外４１．６８１８９５４７．８１９９９－
２００２年
度平均
ミナミノカオリ
１下－規外４３．３８２５７９３９．９ニシノカオリ
２中－規外４２．５８２０１００５０．３シラサギコムギ
注）倒伏程度，病害虫および諸障害は無～甚を０～５で示す。
2001年　64.2（100）
2002年　65.6（111）
平均　　64.9（105）
三良坂町
千代田町
庄原市
1999年　51.5（　95）
2000年　41.3（　92）
2001年　46.9（　98）
2002年　51.3（　94）
平均　　47.7（　95）
広島農技センター
斜線部が普及見込み地帯，数値はミナミノカオリの収量（kg/a），（　）内は収量のシラサギコムギ対比（％）
第４図　広島県の普及見込み地帯における成績
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第１４表　生地特性および製パン試験成績
アミロ
グラム
MV
（B.U.）
エキステンソグラムファリノグラム
品種名
試験
年度 R／E
E
（mm）
R
（B．U．）
A
（cm2）
Ab
（％）
VV
Wk
（B．U．）
DT
（分）
Ab
（％）
６６５２．６１７１４４０１３０５７．０７９８０１１．２６０．８ミナミノカオリ１９９９
７４０２．４１４２３４５７１６０．２５５９０４．７６５．０ニシノカオリ
５６５３．１１６７５２５１６０６５．０６５４０５．６６９．５１CW
５４５１．９１８８３６０１４５６４．５５９１５０６．５６９．９ミナミノカオリ２０００
４３５１．２１９８２３５９５６９．０６０１１０６．１７５．７ニシノカオリ
５３０３．５１６８５８５１７６５９．７８１４０１０．５６３．６ハルユタカ
６３０３．６１６５６００１８３５７．３８３２０１１．３６２．０１CW
７００２．２１９４４３０１７４６１．２７０１２０８．７６７．１ミナミノカオリ２００１
５６５２．５１８２４５０１７６６２．４６９５０７．４６６．２　同（現地）
６８０１．７１７９３１０１０７６６．６５５１００４．６７１．２ニシノカオリ
４９５３．１１６６５２０１７７６０．０６４４０６．４６６．７１CW
注１）広島県農技センターおよび現地試験生産物（１ＣＷはＴ社使用品）を，T社において製粉，分析した結果。
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評点
合計
香り
内相外観
焼色
比容積
ホイロ
時間
（分）
吸水
率
（％）
品種名
試験
年度 食感触感色相すだち
１５．５３．０２．０２．５３．０２．５２．５５．００６４６３ミナミノカオリ１９９９
１３．０２．５１．５２．０３．０２．０２．０４．４３５７６７ニシノカオリ
１８．０３．０３．０３．０３．０３．０３．０５．２３５２６５１CW
１７．５３．０２．５３．５３．０２．５３．０５．２０５２６４ミナミノカオリ２０００
１３．５２．０２．０２．０２．５２．０３．０４．５８４８６３ニシノカオリ
１７．５３．０２．５３．０３．０３．０３．０５．２９５３６３ハルユタカ
１８．０３．０３．０３．０３．０３．０３．０５．４１５０６３１CW
１６．０２．５３．０２．５３．０２．５２．５５．２５５３６４ミナミノカオリ２００１
１６．５２．５３．５２．５３．０２．５２．５４．９７５１６３　同（現地）
１３．５２．５１．５２．５２．５２．０２．５４．５３４８６３ニシノカオリ
１８．０３．０３．０３．０３．０３．０３．０５．４４４６６４１CW
注１）広島県農技センターおよび現地試験生産物（１ＣＷはＴ社使用品）を，T社において製粉し，製パン試験を行い評価し
た結果。
　２）テストミル６０％粉を使用し，中種法による製パン試験を行った。
　　　　　中種配合：サンプル粉；７０％，イースト；２．５％，イーストフード０．１％，水；４２％
　　　　　本捏配合：サンプル；３０％，蔗糖；４％，ショートニング；３％，食塩；２％
　３）パンの評価は，外観および内相の各形質について，１ＣＷを３とし±３の相対値（点数が高いと優れる）で評価した．
評点合計はその相対値の合計とした。
　ファリノグラム：ブラベンダー社製Ab（吸水率），DT（生地の形成時間），Wk（生地の弱化度），VV（バロリメーターバ
リュー）
　アミログラム：ブラベンダー社製　MV（最高粘度）
　エキステンソグラム：ブラベンダー社製　Ab（吸水率），A（面積），R（伸長抵抗），E（伸長度），R／E（形状係数）
入が強く求められている。一方，県内の製粉・製パ
ンメーカーからは，付加価値の高い新たな商品開発
のため，県内産の製パン適性の高い小麦の安定供給
が求められている。
 「ミナミノカオリ」は，「ニシノカオリ」に比べて
成熟期が２日程度遅いが，やや多収である。製パン
適性は，「ニシノカオリ」に比べてパン体積が大き
く，食パンの官能評価が優れ，１CWに近い。今後，
麦作を導入する集落農場型農業生産法人が増加する
ことが予想され，県内の実需者の需要が大きいパン
用小麦が準奨励品種に採用されることで，麦の生産
振興が期待できる。
Ⅴ．その他の地帯における試験成績
　「農林６１号」に比べ，出穂期は１～２日，成熟期
は１日程度早くやや早生である。稈長と穂長は短い。
穂数は少なく，耐倒伏性は強い。赤さび病とうどん
こ病には同程度かやや強く，赤かび病には同程度か
やや弱い。「農林６１号」に比べ，収量は少ない。容
積重と千粒重はやや大きい。硬質であるため，品質
概評はやや劣る。有望度はパン用等の硬質小麦とし
て再検討している場所が多い（第１５表）。
Ⅵ．適応地帯および栽培上の注意
１．暖地，温暖地西部の平坦地に適する。
２．穂数の確保による収量の安定化を図るとともに，
高蛋白質特性を発揮させるため，実肥を施用する。　
３．穂発芽性がやや易で品質劣化が懸念されるので，
適期収穫に努める。　
４．赤かび病抵抗性が不十分なので，防除基準に従
い適期防除を徹底する。　
Ⅶ．命名の由来
　「ミナミノカオリ」という品種名は，交配に用い
た親品種「Pampa INTA」が南米アルゼンチンの
品種であることと普及地帯が暖地・温暖地であるこ
とを表す「ミナミ」と，パンや醤油のよい香りを表
す「カオリ」に由来している。漢字またはローマ字
で表記する場合は「南の香」（Minaminokaori）と
する。
Ⅷ．考　　察
　本格的に日本にパン食の文化が広がったのは戦後
のことであり，それまでの国産小麦の用途は日本め
ん用であったため，「ニシノカオリ」（田谷ら，
２００３）が育成されるまでは，暖地・温暖地において
硬質小麦の栽培はほとんどなかった。そのため，国
産小麦を利用したパンなどの製品は，海外の遺伝資
源を用いてパン用小麦の育種が進められてきた北海
道の春播小麦品種に頼らざるを得なかった。
　しかし，地元産の小麦から作ったパンを食べたい
という消費者の声も多く，暖地・温暖地においても
パン用硬質小麦の育種が進められるようになった。
現在（２００７年産）では「ニシノカオリ」の作付面積
が２，１４５ha（全国の小麦作付品種第８位）と増え，
さらに今回育成された「ミナミノカオリ」の作付面
積も育成から３年で９３９haと大きく伸びている。こ
れによって，「ミナミノカオリ」１００％の小麦粉など
が製造販売され，パンやラーメン，醤油などこれま
での小麦品種では対応できなかった製品へと用途が
広がってきている。また，関東地域でも「ダブル８
号」（高橋ら，２００３）や「タマイズミ」（藤田ら，
２００４）などの硬質小麦品種が普及しつつある。
　「ミナミノカオリ」は，「ニシノカオリ」と比べて，
生地物性や製パン適性は向上しているものの，まだ
カナダ産パン用小麦（１CW）には及ばない。そこ
で，製パン性をさらに向上させるため，海外のパン
用品種のほとんどが持ち，製パン性に大きな影響を
与える高分子グルテニンサブユニット５＋１０などの
DNAマーカー等による導入（石川ら，２００５）が考
えられている。しかしながら，「ミナミノカオリ」
については，このサブユニットを持たないにもかか
わらず，製パン性は比較的良好であり，必ずしもグ
ルテニンサブユニットの構成からは説明がつかない
（池田，２００５）。今後，「ミナミノカオリ」の製パン
性に関する要因のさらなる解明が必要である。
　また，「ミナミノカオリ」の親である「Pampa 
INTA」は，製パン適性は優れるものの，赤かび病
や穂発芽に弱く，収量性も低い（第１表）。「ミナミ
ノカオリ」は，「Pampa INTA」を交配母本に使う
ことで製パン適性の向上には成功したものの，穂発
芽抵抗性や赤かび病抵抗性については，従来の日本
めん用品種と比べると劣っている。収穫時期が梅雨
にあたるわが国では，穂発芽は小麦の栽培にとって
大きな問題の一つであり，また赤かび病については，
赤かび病菌が産生する毒素であるデオキシニバレ
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第１５表　その他の地帯における試験成績
奨励品種決定調査における試験成績（その１）
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０．００．００．００．６４５６７．８８４６．０５４．１４ミナミノカオリ９９－０２ドリル標肥福岡農産
０．１０．００．０２．７４８５８．５９２６．０４４．１７農林６１号
２．９０．１０．００．８４８８８．５８６６．０２４．１６ミナミノカオリ９９－０２条播標肥佐賀
１．６０．１０．１０．０５０４８．６７７５．３０４．１２シロガネコムギ
４．１０．００．０２．３４９７８．４８７５．２９４．１３ミナミノカオリ０１－０２条播多肥
３．５０．００．９０．４５３３８．７８１５．２８４．０９シロガネコムギ
０．００．０－２．０４９２８．５９０６．２３５．０３ミナミノカオリ１９９９条播標肥佐賀三瀬
１．００．０－０．０５３７８．９８４６．２１４．３０シロガネコムギ
０．５０．００．００．０２６１７．７７９５．２７４．０５ミナミノカオリ００－０１条播標肥長崎
０．５０．７１．５０．０３３７７．４７４５．２６４．０５シロガネコムギ
０．３０．００．００．２４１７８．４８５６．０１４．１３ミナミノカオリ９９－０２条播標肥熊本
０．１０．００．００．０５８０８．４７９５．３０４．１０シロガネコムギ
０．８０．００．１１．１３３８８．１８３６．０４４．１６ミナミノカオリ９９－０２広幅播大分
０．９０．００．０２．３３７３８．８９２６．０６４．１８農林６１号
２．３０．００．０１．３２８６７．９８３６．０１４．１３ミナミノカオリ０１－０２条播標肥
２．３０．００．０２．０２７９８．９９０６．０４４．１５農林６１号
０．００．０１．００．０３００８．３８４５．１２３．２５ミナミノカオリ９９－０２条播標肥宮崎
０．００．０１．００．３３６３８．６８４５．１１３．２５ニシカゼコムギ
０．００．００．０１．０３１７７．８８６５．１７３．２３ミナミノカオリ９９－０２条播標肥鹿児島
０．００．００．０１．０３７１７．６８２５．１９３．２５アイラコムギ
０．００．００．００．０６３７７．３８５６．１２４．２５ミナミノカオリ２０００ドリル標肥栃木
０．００．００．０１．０５７８８．０１００６．１２４．２７農林６１号
０．０１．１０．００．２５６１８．３８４６．１２４．２６ミナミノカオリ９９－０２畑条播標肥群馬
０．２１．９０．０３．９６３０９．０９９６．１４４．２８農林６１号
－０．５－０．０４４０７．８９５６．１０４．２２ミナミノカオリ９９－００条播標肥
－１．５－０．０５２２８．２８０６．０９４．１８つるぴかり
０．０１．３０．００．０５２３７．５８１６．０７４．１６ミナミノカオリ９９－０１条播標肥埼玉
０．０１．２０．０１．４６３２８．２９５６．０８４．１８農林６１号
０．００．５０．５０．０２７９７．９７８６．０４４．１４ミナミノカオリ００－０１条播標肥千葉
０．００．８０．８０．８３２５８．９８５６．０５４．１４農林６１号
０．５０．５０．００．０４０８８．４８２６．０５４．２０ミナミノカオリ００－０２条播標肥愛知
０．０２．００．００．６４６４８．８９３６．０６４．２３農林６１号
０．０－０．０１．０５０３７．６８３６．０２４．１３ミナミノカオリ００－０２条播標肥三重
０．１－０．０１．８５９４７．８９３６．０２４．１５農林６１号
０．０－－０．０２７８７．１６３６．１６４．２９ミナミノカオリ２００２条播標肥三重伊賀
０．０－－０．０３０４７．８７１６．１６４．２９農林６１号
注）倒伏程度，病害虫および諸障害は無～甚を０～５で示す。
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並収，倒伏や弱，品質や劣△５．０４１．４８３４９７４６．６ミナミノカオリ福岡農産
－２．７４０．７８２１１００４７．６農林６１号
晩生，赤かび病多，低収，品質劣△－３６．４７９６８４４４．８ミナミノカオリ佐賀
－－３５．１８２０１００５２．８シロガネコムギ
－－３３．０７５７７５３９．１ミナミノカオリ
－－３４．２８１６１００５２．１シロガネコムギ
品質並，多収×－３６．８７７９８８５０．２ミナミノカオリ佐賀三瀬
－－３６．３７９０１００５６．９シロガネコムギ
低収，千粒重大，品質劣×△×－４１．５７９７９１２９．９ミナミノカオリ長崎
－－３７．５８０５１００３３．１シロガネコムギ
２日晩熟，低収，品質劣△△×５．０４０．２７７７９３４９．３ミナミノカオリ熊本
－３．５３６．７７９６１００５３．０シロガネコムギ
早－中生，品質劣，醤油用△○５．０３８．４８３８９３３３．８ミナミノカオリ大分
－４．３３６．５８１７１００３５．９農林６１号
穂数少，や低収，品質劣，高蛋白質醤油用△◎５．５３９．２８４６９５３１．０ミナミノカオリ
－４．０３７．９８２６１００３２．６農林６１号
穂数少，や低収△△－○５．０３８．２７７３９０３２．２ミナミノカオリ宮崎
－５．３３４．１７５７１００３５．９ニシカゼコムギ
早生，低収，穂数少，千粒重や大△２．８３９．９７８０８０３６．３ミナミノカオリ鹿児島
－１．０４１．４７７３１００４５．３アイラコムギ
低収×８．０４０．８７６３８０３７．６ミナミノカオリ栃木
－１．０４１．９７５９１００４６．７農林６１号
低収，硬質，品質不良△×△５．０３７．７８２５９５４９．４ミナミノカオリ群馬
－３．９３４．８８２４１００５０．５農林６１号
低収，硬質，品質不良△×４．０３８．９８３８７９４３．７ミナミノカオリ
－２．０３５．０８３０１００５５．２つるぴかり
早生・短稈・硬質・やや低収△５．２３８．４８１０９３５４．９ミナミノカオリ埼玉
－３．７３７．６８０５１００５９．１農林６１号
硬質，低収△１．８３６．５７６３８６２８．８ミナミノカオリ千葉
－３．０３７．０７６９１００３３．７農林６１号
３日早熟，硬質，開溝粒多，赤かびやや弱△４．１３９．４８０５８９３９．８ミナミノカオリ愛知
－３．０３９．４８１７１００４４．３農林６１号
草姿良，耐倒伏性やや低，高蛋白質△６．０３８．０７８４１０２４９．４ミナミノカオリ三重
－５．４３６．０７７２１００４８．７農林６１号
短稈，低収，高蛋白質△×５．５３６．０７７４８０１８．９ミナミノカオリ三重伊賀
－５．５３５．２７６３１００２３．６農林６１号
注）品質概評：上の上（１），上の下（２），中の上（３），中の中（４），中の下（５），下（６）
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０．５０．０１．３０．０３１４７．２８３６．０８４．２２ミナミノカオリ２０００全面全層滋賀
０．５０．０２．００．０３０３７．７９０６．０９４．２２農林６１号
０．００．００．００．０３９６７．４８５６．０５４．１９ミナミノカオリ００－０１ドリル／条播京都
０．５０．００．０２．３５５３８．３１０２６．０７４．２１農林６１号
０．８０．００．５０．０３４５７．４７４６．０６４．１９ミナミノカオリ００－０２散播標肥兵庫
１．００．００．８０．５５１１７．７８１６．０７４．２０農林６１号
０．００．００．００．０５４０７．９８７６．０２４．１７ミナミノカオリ００－０２全面全層奈良
０．００．００．００．０８６８９．０８２５．３１４．１２きぬいろは
０．５０．００．００．１４６６８．０８３６．０６４．１７ミナミノカオリ００－０１ドリル標肥鳥取
０．５０．００．０１．２５３０８．３９３６．０８４．１９農林６１号
１．００．００．００．５４０４８．１８８６．０６４．１７ミナミノカオリ００－０１ドリル標肥島根
１．００．００．０３．５５０２８．３１００６．０７４．１８農林６１号
０．３０．０－０．０３９２７．７８１６．０８４．２４ミナミノカオリ００－０２ドリル標肥岡山
０．３０．０－０．０３８６７．３９１６．１０４．２８シラサギコムギ
０．５０．００．００．６４９８７．５８０６．０９４．１７ミナミノカオリ９９－０２ドリル追肥広島
０．３０．００．０１．６４７０７．６９１６．１０４．１９シラサギコムギ
０．５０．００．００．１４８８７．７８３６．１０４．１８ミナミノカオリ００－０１ドリル遅播
０．５０．００．０１．３５０８７．４９９６．１０４．２１シラサギコムギ
１．７０．００．００．８５５５７．８９１６．０３４．１２ミナミノカオリ００－０２広幅播山口
１．４０．００．０１．４５８６８．７９３６．０３４．１１チクゴイズミ
２．８－－１．６５４０６．９８６６．０３４．１２ミナミノカオリ０１－０２ドリル標肥
２．３－－１．９５３６７．９８７６．０２４．１３チクゴイズミ
０．２０．００．００．４４０８７．２８１６．０８４．１８ミナミノカオリ００－０２条播標肥山口徳佐
０．００．００．００．９４６９７．９８３６．０７４．１７チクゴイズミ
０．０－０．０１．９４７８７．４８１６．０８４．１８ミナミノカオリ０１－０２条播多肥
０．０－０．０２．３５１４８．１８４６．０６４．１６チクゴイズミ
１．５１．５２．５０．５２５３７．３６６５．３０４．１１ミナミノカオリ２０００条播標肥徳島
１．０２．０２．０２．０３８８７．３８１６．０１４．１３シラサギコムギ
－０．０－０．０３６７８．３７３５．３０４．１３ミナミノカオリ２０００全面全層香川
－０．５－０．０５６６８．５７７５．２７４．０９チクゴイズミ
０．００．０－０．０４７５７．３８４５．２９４．０８ミナミノカオリ００－０２全面全層愛媛
０．００．３－１．３５８４８．４９０５．２８４．０６チクゴイズミ
０．００．０－０．０４４７７．８８２５．２５４．１０ミナミノカオリ２０００全面全層高知
０．５０．０－０．０７１６８．３８０５．２３４．０６シロガネコムギ
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中短稈，中収，硬質，外観品質劣※６．０４０．１８１１１００３３．３ミナミノカオリ滋賀
－４．３４０．５８０３１００３３．４農林６１号
２－３日早熟，穂数少，低収△×４．３４１．３－９１４２．８ミナミノカオリ京都
－４．０４０．２－１００４６．５農林６１号
やや晩熟，極低収，硬質△４．３４１．１８０６７２３６．４ミナミノカオリ兵庫
－３．８３９．３７９４１００５０．２農林６１号
１日晩熟，低収，品質や劣，穂数少△△×４．３３９．１８０１９３５８．０ミナミノカオリ奈良
－４．０３７．６７７３１００６２．６きぬいろは
低収，品質や劣，短稈，倒伏強△×３．５４２．０７５７９２４７．３ミナミノカオリ鳥取
－１．８４０．７７０４１００５１．４農林６１号
硬質，低収△×５．５３６．６８２０８６４８．８ミナミノカオリ島根
－３．５３５．３７９２１００５６．８農林６１号
短稈，穂数や多，品質や劣△×４．５３７．２８１７９６４２．５ミナミノカオリ岡山
－３．２３６．１７９６１００４３．８シラサギコムギ
１－２日晩熟，品質劣，製パン性良△△－○－４１．６８１８９５４７．７ミナミノカオリ広島
－－４２．５８２０１００５０．３シラサギコムギ
同熟，短稈，倒伏強，低収△△－×－４４．６８３３９２５８．５ミナミノカオリ
－－４３．６８４０１００６３．５シラサギコムギ
硬質系統では多収，穂発芽，品質劣△４．７４１．７８１１８１５４．０ミナミノカオリ山口
－２．２４１．８７９８１００６７．０チクゴイズミ
－５．３４２．０７９１８０４５．１ミナミノカオリ
－２．３４１．１７８５１００５６．３チクゴイズミ
１日晩熟，低収，品質や劣△△○４．８３８．０８４７８８４０．２ミナミノカオリ山口徳佐
－４．１３６．２８２４１００４６．２チクゴイズミ
－４．９３５．３８４０９４４０．９ミナミノカオリ
－４．８３３．１８１７１００４３．７チクゴイズミ
や早熟，低収×３．５４２．１７９９７７２７．３ミナミノカオリ徳島
－２．５３９．２７９３１００３５．２シラサギコムギ
品質劣，硬質，低収，晩熟，穂数少△４．０３９．３８２０７９４５．１ミナミノカオリ香川
－１．０３９．４８０７１００５６．９チクゴイズミ
少収，や短稈，品質劣，硬質△４．３４４．８７９７７８５１．６ミナミノカオリ愛媛
－２．８４４．９７８５１００６６．８チクゴイズミ
晩熟，低収，品質劣△×６．０４２．２８１５７８４７．０ミナミノカオリ高知
－１．０３６．２８１５１００６０．５シロガネコムギ
ノールの基準値（１．１ppm）が設定されており，こ
の基準を超える小麦は流通できない。そのため，品
質的に「ミナミノカオリ」以上の製パン適性を維持
しつつ，穂発芽抵抗性と赤かび病抵抗性を向上させ
ることが緊急の課題といえる。
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付表１　特性概要
種苗特性分類一覧（その１）
農林６１号 シロガネコムギ ニシノカオリ ミナミノカオリ 形質
形質
番号
４（やや直立）４（やや直立）４（やや直立）４（やや直立）叢性１
５（中）７（開）４（やや閉）３（閉）株の開閉２
１（無）１（無）１（無）１（無）鞘葉の色３
６（やや長）３（短）４（やや短）４（やや短）稈長４
５（中）６（やや太）５（中）６（やや太）稈の細太５
５（中）５（中）５（中）５（中）稈の剛柔６
４（やや少）５（中）６（やや多）５（中）稈のワックスの多少７
５（中）４（やや淡）６（やや濃）５（中）葉色８
４（やや少）５（中）６（やや多）６（やや多）葉鞘のワックスの多少９
１（無）１（無）１（無）１（無）葉鞘の毛の有無・多少１０
５（中）６（やや大）６（やや大）６（やや大）葉身の下垂度１１
３（少）４（やや少）１（無）１（無）フレッケンの有無・多少１２
２（紡錘状）２（紡錘状）２（紡錘状）２（紡錘状）穂型１３
６（やや長）４（やや短）３（短）３（短）穂長１４
５（中）５（中）４（やや密）４（やや密）粒着の粗密１５
５（中）４（やや短）５（中）５（中）穂の抽出度１６
４（やや少）３（少）５（中）６（やや多）穂のワックスの多少１７
１（無）１（無）１（無）１（無）ふ毛の有無１８
１（黄）１（黄）１（黄）１（黄）葯の色１９
５（中）６（やや多）６（やや多）７（多）芒の有無・多少２０
５（中）６（やや長）６（やや長）６（やや長）芒長２１
４（褐）２（黄）２（黄）４（褐）ふ色２２
５（中）５（中）５（中）５（中）粒の形２３
５（中）５（中）５（中）６（やや大）粒の大小２４
５（赤褐）３（黄褐）４（褐）４（褐）粒の色２５
５（中）５（中）５（中）５（中）頂毛部の大きさ２６
２（極少）２（極少）３（少）２（極少）粒の黒目の有無・多少２７
５（中）５（中）６（やや大）６（やや大）千粒重２８
５（中）６（やや大）６（やや大）６（やや大）容積重２９
５（中中）６（中上）６（中上）４（中下）原麦粒の見かけの品質３０
５（中）５（中）７（多）７（多）粗蛋白質含量３１
５（中）４（やや少）４（やや少）５（中）灰分含量３２
１（うるち）１（うるち）１（うるち）１（うるち）うるち・もちの別３３
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種苗特性分類一覧（その２）
農林６１号 シロガネコムギ ニシノカオリ ミナミノカオリ 形質　　
形質
番号
２（Ⅱ）２（Ⅱ）１（Ⅰ）１（Ⅰ）播性の程度３４
５（中）４（やや早）４（やや早）４（やや早）茎立性３５
５（中）３（早）４（やや早）４（やや早）出穂期３６
５（中）３（早）４（やや早）４（やや早）成熟期３７
５（中）５（中）６（やや強）５（中）耐湿性４３
５（中）８（かなり強）７（強）７（強）耐倒伏性４５
７（難）４（やや易）５（中）４（やや易）穂発芽性４６
５（中）４（やや易）５（中）５（中）脱粒性４７
５（中）６（やや多）４（やや少）４（やや少）収量性４８
５（中）４（やや軟）７（硬）７（硬）粒の硬軟４９
１（粉状質）１（粉状質）３（硝子質）３（硝子質）粒質５０
５（中）６（やや高）６（やや高）６（やや高）製粉歩留５１
５（中）６（やや高）５（中）６（やや高）ミリングスコア５２
５（中）５（中）６（やや多）６（やや多）６０％粉蛋白質含量５３
５（中）４（やや少）６（やや多）６（やや多）６０％粉灰分含量５４
５（中）６（やや高）－５（中）粉の明度５９
５（中）４（やや低）－５（中）粉の赤み６０
５（中）－－４（やや低）粉の黄色み６１
５（中）５（中）７（高）７（高）吸水率６２
５（中）４（やや低）６（やや高）６（やや高）バロリメーターバリュー６３
５（中）４（やや小）６（やや大）７（大）生地の力の程度６４
５（中）４（やや弱）６（やや強）７（強）生地の伸長抵抗６５
５（中）５（中）５（中）６（やや長）生地の伸長度６６
５（中）４（やや小）６（やや大）６（やや大）生地の形状係数６７
５（中）５（中）４（やや小）４（やや小）最高粘度６８
５（中）５（中）４（やや小）４（やや小）ブレークダウン６９
４（やや弱）７（強）６（やや強）７（強）縞萎縮病抵抗性７０
５（中）５（中）５（中）４（やや弱）赤かび病抵抗性７１
５（中）５（中）７（強）６（やや強）うどんこ病抵抗性７２
５（中）４（やや弱）４（やや弱）６（やや強）赤さび病抵抗性７３
注）種苗特性分類調査基準（平成１０年３月）の階級値および区分を示す。
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平１４平１３平１２平１１平１０平９平８平７平６平５平４平３
F１３F１２F１１F１０F９F８F７F６F５F４F１－３交配世代
系統
選抜
単独
系統
選抜
派生
系統
選抜
穂選抜世促試験名
生検系適
生検
予備
 　　　氏原和人
 　　　佐々木昭博
　　 　　　田谷省三
 　　　堤忠宏
　　 　河田尚之
 　　　藤田雅也
 　　　　谷口義則
　 　関昌子
 　　　塔野岡卓司
 坂智広
 　　　　平将人
　　 　八田浩一
　　　 　波多野哲也
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写真１　ミナミノカオリの株，穂，粒
ミナミノカオリ 農林６１号 ニシノカオリ
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１CW ミナミノカオリ ニシノカオリ
写真２　ミナミノカオリのパン
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New Hard Wheat Cultivar“Minaminokaori”
National Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa Region, Wheat and Barley Breeding Unit, Chikugo, Fukuoka, ８３３-
００４１ Japan.
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３）Retired, National Institute of Crop Science
４）Agriculture, Forestry and Fisheries Reseach Council, MAFF
５）Agriculture, Forestry and Fisheries Technical Information Society
６）National Agricultural Research Center for Tohoku Region
７）Retired, Kyushu National Agricultural Experiment Station
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Masaya Fujita, Naoyuki Kawada, Masako Seki １）, Koich Hatta, Tetsuya Hatano ２）,
Shozo Taya ３）, Akihiro Sasaki ４）, Kazuto Ujihara５）, Yoshinori Taniguchi ６）, 
Masato Taira ６）, Takuji Tohnooka １）, Tadahiro Tsutsumi ７） and Tomohiro Ban ８）
Summary
　A new hard red wheat cultivar“Minaminokaori”developed by National Agricultural 
Research Center for Kyushu Okinawa Region, Chikugo, Fukuoka, Japan, was selected from 
the cross Pampa INTA / Saikai １６７ made in １９９１ and registered as wheat Norin １６０ in ２００４.
　Minaminokaori is an awned, brawn-glumed, red-seed spring type wheat cultivar. 
Compared with the standard cultivar, Norin ６１.  Minaminokaori is usualy ２ cm shorter, 
superior in lodging　resistance and normaly matures two days earlier. It has a shorter 
spike than Norin ６１ and has a ８% lower yield.
　Minaminokaori is resistant to yelow mosaic, relatively resistant to powdery mildew and 
leaf rust, and relatively susceptible to scab and sprouting．Miling properties are superior 
to those of Norin ６１. The protein content of grain and flour is higher than that of Norin ６１. 
The dough properties are stronger than those of Nishinokaori. Thus, the bread-making 
quality score is higher than that of Nishinokaori.
　Minaminokaori is considered to be wel-adapted to flat areas of western Japan.
　Keywords: hard red spring wheat, high protein, bread-making quality, new variety.
